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番号 学年 時期 学習内容
① １年次 夏休み 母校訪問を行い、教育実習の心構えを学び、教員免許取得の目的を明確化
② ２年次 11月 介護等体験報告会（介護等体験を終えた学生から体験内容を聞く）
③ ２年次 12月 認知症サポーター養成講座
④ ２年次 ３月末 課題図書を読み、レポートを提出
⑤ ２年次 ３月末 社会福祉施設のガイダンス（DVDを見て、高齢者施設での対応について学ぶ）
⑥ ３年次 ４月上旬 介護等体験を、４月上旬に東京都社会福祉協議会に申請
⑦ ３年次 ６月中旬 配置は６月中旬に決定。学生に通知。
⑧ ３年次 ６月 特別支援学校の事前学習として、子どもの障害についての特別授業を実施
⑨ ３年次 ７月～ 介護等体験報の直前指導を実施
⑩ ３年次 ７～ 10月 介護等体験
⑪ ３年次 11月 介護等体験報告会（介護等体験を終えた学生が体験内容を報告する）
― 101 ―




































































番号 学年 時期 学習内容
① １年次 夏休み 母校訪問を行い、教育実習の心構えを学び、教員免許取得の目的を明確化
② ２年次 11月 介護等体験報告会（介護等体験を終えた学生から体験内容を聞く）
③ ２年次 12月 認知症サポーター養成講座
④ ２年次 ３月末 課題図書を読み、レポートを提出
⑤ ２年次 ３月末 社会福祉施設のガイダンス（DVDを見て、高齢者施設での対応について学ぶ）
⑥ ３年次 ４月上旬 介護等体験を、４月上旬に東京都社会福祉協議会に申請
⑦ ３年次 ６月中旬 配置は６月中旬に決定。学生に通知。
⑧ ３年次 ６月 特別支援学校の事前学習として、子どもの障害についての特別授業を実施
⑨ ３年次 ７月～ 介護等体験報の直前指導を実施
⑩ ３年次 ７～ 10月 介護等体験
⑪ ３年次 11月 介護等体験報告会（介護等体験を終えた学生が体験内容を報告する）
― 102 ―













































































































































































＊６　長谷川匡俊『トゥギャザー ウィズ ヒム ― 長谷川良信の生涯』新人物往来社、1992 年


















































＊６　長谷川匡俊『トゥギャザー ウィズ ヒム ― 長谷川良信の生涯』新人物往来社、1992 年





























教育職員免許法の特例等に関する法律等の施行について」平成９年 11 月 26 日
＊２　近年の研究成果としては、藤重育子「「介護等体験」指導に対する学外指導者からの指導や助言に関する
調査研究」（『高田短期大学介護・福祉研究』５、2019 年）や、野村勝彦「介護等体験における事前指導の「主
体化」に向けた方法論の提案－徳山大学におけるアクティブ・ラーニング型授業科目「教職ボランティア
実習」の取り組みを事例として－」（『徳山大学総合研究所紀要』41、2019 年）、同「私立大学におけるイ
ンクルーシブ教育を組み込んだ教員養成カリキュラム開発に関する（3） －学部２年生時から卒業まで実施
された実習等を終えた教職課程履修アンケートから－」（『作大論集』９、2019 年）庄司和史「介護等体
験の意義と実際－体験活動を終了した学生へのアンケート調査より－」（信州大学『教職研究』10、2019 年）
などが挙げられ、各大学では、学生アンケートを実施し、学生の体験をまとめることで、次年度以降の指
導や、教員養成カリキュラム開発に活かしている。また各大学の蓄積については、国士館国士館大学が「約
20 年の「介護等体験」を通じて学んだことと今後の展望－社会福祉法人日本心身障害児協会島田療養セン
